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水
、
ピ
の
持
て
否
全
て
の

ηを
お
し
み
苛
〈
世
人
し
て
う
ち
め
い
だ
門
普
通
帯
釘
・
3
決
断
ズ
ト
ラ
イ
キ

印
争
は
、
三
重
探
聞
争
の
歴
史
的
勝
利
ハ
の
突
破
口
を
叩
り
ひ
ら
く
と
実
巴
、
今
回
、
右
傾
化
の
波
に
の
ま
れ
右
日
本
r静
物
運
動

の
中
に
あ
っ
て
「
す
さ
に
え
し
く
寝
史
4
c
mて
い
た
人
民
の
龍
、
択
の
原
点
在
管
穫
す
苔
ち
の
い
と
し
さ
全
人
民
の
墾
ど
衝
撃
酌
に
一

ゆ
さ
ぶ
っ
て

υ否
。
政
府
・
当
周
ロ
よ
も
丈
臣
室
軒
得
弾
圧
処
令
買
聖
水
叩
迫
す
否
情
勢
の
中
で
「
動
貯
牛
葉
山
ミ
ッ

ト
燃
料
輸
送
阻
止
闘
争
ず

F

金
」
伊
知
名
の
よ
か
が
け
に
に
よ
っ

e

豆
夜
、
立
さ

mrに
の
虐
陥
『
b
ぽ
滞
。

動
労
千
葉
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
さ
い
し
て
「
動
労
千
葉
ジ
ェ
ッ
十

燃
料
輸
送
阻
止
闘
争
支
援
基
金
』
の
運
動
を
訴
え
る

か

け

人

浅

田

光

輝

石
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宥

全

石
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政

次
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一
九
八

一

年

三

月

国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合
は
、
成
田
空
港
へ
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
暫
定
貨
車
輸
送
期
間
の
期
限
切
れ
を
迎
え
て
、
国
鉄
当
局
に
よ
る
輪
選
業
務

延
長
の
強
要
を
拒
否
し
、
二
月
下
旬
か
ら
三
月
初
め
に
い
た
る
一
六
日
間
、
当
局
の
ス
ト
破
り
助
役
機
関
土
導
入
に
た
い
す
る
鑑
抗
に
は
じ
一
ま
っ

て
、
五
日
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
起
ち
あ
が
り
、
二
四
時
間
の
全
線
全
面
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
短
大
限
の
実
力
行
使
に
い
た
る
果
敢
な
闘
争
を
敢
行

し
ま
し
た
。
動
労
千
葉
て
三

O
O
の
労
働
者
が
一
人
の
落
伍
者
も
な
く
、
打
っ
て
一
丸
と
な
っ
て
た
た
か
っ
た
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
い
一
ま
三

里
塚
農
民
の
頭
上
に
の
し
か
か
る
成
田
空
港
二
期
工
事
の
強
行
着
工
計
画
に
強
力
な
衝
撃
を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
り
、
三
塁
啄
廃
港
へ
の
道
を
大
一
ぜ

き

く

切

り

ひ

ら

く

も

の

で

あ

る

と

い

え

る

で

し

ょ

う

。

判

例

日
本
の
労
働
運
動
は
、
す
で
に
久
し
く
、
人
民
の
抵
抗
の
原
点
を
喪
失
し
て
、
企
業
内
賃
金
要
求
の
み
に
み
ず
か
ら
を
と
じ
こ
め
る
運
動
に
終
蒋

始
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
労
働
組
合
の
運
動
は
、
資
本
の
圧
力
に
屈
し
て
、
と
め
ど
も
な
く
進
め
ら
れ
る
合
理
化
攻
勢
に
歯
止
め
を
一
か
げ

7
7

る
こ
と
も
で
き
ず
、
か
え
っ
て
そ
れ
に
迎
合
す
る
姿
勢
を
あ
ら
わ
に
し
、
し
か
も
今
日
で
は
賃
金
の
要
求
さ
え
も
実
現
し
え
ず
、
労
働
者
の
一
実
質
璽

賃
金
低
下
傾
向
に
た
い
し
て
、
大
衆
の
不
満
を
た
た
か
い
に
組
織
し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
な
し
え
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
衆
一
的
実
買

力

行

動

を

封

じ

こ

ん

で

、

資

本

家

と

の

談

合

の

み

を

事

と

し

た

組

合

運

動

が

み

ず

か

ら

招

い

た

不

可

避

的

な

結

果

で

あ

り

ま

す

。

一

環

そ
う
い
う
な
か
で
、
い
ま
、
日
本
の
軍
事
大
国
化
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
、
政
府
当
局
者
に
よ
っ
て
公
然
と
お
し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
蔀

徴
兵
制
、
桜
兵
器
保
有
、
武
器
輸
出
も
、
政
府
・
財
界
か
ら
、
公
然
と
声
が
あ
げ
ら
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
(
中
略
)
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
見
過
し
て
濡

い
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
衆
の
な
か
に
不
安
の
声
が
た
か
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
先
頭
に
た
っ
て
、
有
効
な
抵
抗
の
行
動
を
組
畿
的
に
霜

展
開
し
う
る
の
が
労
働
運
動
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
民
衆
の
な
か
に
、
労
働
運
動
に
た
い
す
る
期
待
は
い
ま
も
叡
強
く
持
続
し
て
い
ま
す
。
疋
が
、
一
で

権
力
と
資
本
の
つ
く
る
秩
序
に
み
ず
か
ら
を
組
み
こ
ん
で
し
ま
っ
た
今
日
の
既
成
の
労
働
運
動
に
、
い
っ
た
い
何
が
期
待
で
き
る
の
で
し
ょ
一
ろ
か
。
蒋

動
労
千
葉
が
、
三
里
塚
農
民
に
逮
骨
惜
し
て
た
た
か
っ
た
今
回
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
そ
の
よ
う
な
労
働
運
動
の
現
状
に
お
い
て
、
人
民
の
苦
植
を
菌

一
身
に
に
な
う
あ
る
べ
き
労
働
運
動
の
方
向
を
、
組
織
を
か
け
て
全
国
の
労
働
者
・
人
民
に
さ
し
示
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
ジ
三
ツ
一
な

ト
燃
料
輪
送
阻
止
を
組
合
の
重
要
な
目
標
の
一
っ
と
す
る
動
労
千
葉
は
、
燃
料
輸
送
開
始
を
強
要
さ
れ
た
七
八
年
三
月
以
来
、
数
次
に
わ
た
る
ス

E

ト

ラ

イ

キ

・

減

産

関

争

を

敢

行

し

、

そ

の

都

度

組

合

幹

部

の

免

職

を

含

む

多

数

の

懲

戒

処

分

に

た

え

て

き

ま

し

た

。

弔

今
回
の
闘
争
は
、
か
な
ら
ず
や
、
動
労
千
葉
に
た
い
す
る
報
復
攻
撃
を
、
一
段
と
強
め
る
で
し
ょ
う
。
当
局
は
、
組
合
指
導
者
に
た
い
す
る
大
一
の

量
の
報
復
処
分
と
い
う
挙
に
出
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
(
中
略
)

前
払
た
ち
は
、
八

0
年
代
の
労
働
運
動
の
戦
闘
的
再
生
の
額
い
を
こ
め
て
、
動
労
千
葉
に
た
い
す
る
不
当
処
分
に
反
対
し
、
ジ
ェ
ッ
ト
闘
争
土
を
支

援
す
る
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
動
労
千
葉
を
財
政
的
に
支
え
る
運
動
を
よ
び
か
け
ま
す
。
こ
の
運
動
を
、
「
動
労
千
葉
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
品
欄
苦
阻

止
闘
争
支
援
差
金
」
と
名
づ
け
ま
す
。
全
国
の
心
あ
る
人
び
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貧
者
の
一
燈
を
無
数
に
寄
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
、
切
一
に
期

待
し
ま
す
。
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労
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世
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長

三
里
塚
芝
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反
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一
冗
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長
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大
学
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誉
教
授

元
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長

三
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芝
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造
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会
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司
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憲
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問
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反
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三
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長
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道
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長

杉
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歴
史
家
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労
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編
集
長

三
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要
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『
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金
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本
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労
働
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委
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長

全
石
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ゼ
ネ
ラ
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石
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精
慰
労
働
組
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事
筋
局
長
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に
よ
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設
立
の
た
め
の
会
議
で
係
択

約

よ
ひ
か
げ
人
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第
一
条
本
基
金
の
名
称
は
「
動
労
千
葉
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
輸
送
阻
止
問
争

支
援
基
金
」
〈
略
称
「
動
労
千
葉
支
援
基
金
」
)
と
す
る

第
二
条
本
基
金
の
目
的
は
動
労
千
葉
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
輸
送
阻
止
闘
争
の

犠
牲
者
を
数
援
す
る
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
、
・
第
五
条
に
定
め
る
幹
事

会
が
決
定
し
た
場
合
に
限
り
本
基
金
を
勤
労
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
輸
送
阻
止

闘
争
に
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
三
条
本
基
金
の
財
源
は
動
労
千
葉
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
輸
送
阻
止
闘
争
を

支
援
す
る
全
国
の
あ
ら
ゆ
る
人
び
と
、
グ
ル
ー
プ
、
団
体
に
よ
る
一
時

処
金
と
毎
月
の
定
額
拠
金
と
を
も
っ
て
ま
か
な
う
。
そ
の
拠
金
の
細
目

は
別
に
定
め
る

第
四
条
本
基
金
の
会
員
は
、
第
三
条
に
定
め
る
拠
金
を
行
う
人
び
と
、

グ
ル
ー
プ
、
団
体
と
す
る

第
五
条
本
基
金
の
管
理
運
営
は
、
幹
事
会
が
行
う
。
幹
事
は
本
基
金
の

よ
び
か
げ
人
の
な
か
か
ら
互
選
す
る
。
幹
事
会
は
幹
事
に
よ
っ
て
構
成

し
代
表
幹
事
一
名
を
置
く

第
六
条
本
基
金
の
会
計
監
査
は
、
国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合
の
会
計

監
査
員
に
委
嘱
す
る

第
七
条
幹
事
会
の
も
と
に
事
務
局
を
設
け
る
。
事
務
局
は
千
葉
県
千
葉

市
要
町
二

l
八
動
力
車
会
館
内
に
置
く

第
八
条

第
九
条

ヨ月茨尊袋、ヌト貫徹万歳、y
勤労千葉は闘うで"y 匿

は
保
障
す
る

本
基
金
の
収
支
は
、
会
員
に
報
告
す
る
。
な
お
、
拠
金
者
の
秘

」
の
規
約
の
改
廃
は
、
幹
事
会
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
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一
、
一
時
拠
金
は
一
口
一
万
円
と
し
ま
す
。
一
人
に
つ
き
一
口
以
上
で
き
る

か
ぎ
り
多
く
の
口
数
の
拠
金
を
切
望
し
ま
す

二
、
毎
月
の
定
額
拠
金
は
一
口
一
千
円
と
し
ま
す
。
一
人
一
口
以
上
の
拠
金

を
歓
迎
す
る
こ
と
は
右
と
同
僚
で
す
。
毎
月
の
月
末
ま
で
に
払
い
こ
ん
で

下
さ
い

一
人
一
口
以
下
で
も
歓
迎
し
ま
す

四
、
個
人
に
よ
る
拠
金
の
ほ
か
に
グ
ル
ー
プ
、
団
体
ご
と
の
一
括
に
よ
る
鈍

金
の
方
式
も
お
す
す
め
し
ま
す

五
、
拠
金
の
払
い
こ
み
先
は
「
千
葉
県
千
葉
市
要
町
二
1

八
動
万
車
会
館
内

動
労
千
葉
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
品
開
送
阻
止
闘
争
支
媛
基
金
事
務
局
」
で
す

六
、
払
い
こ
み
の
便
宜
の
た
め
に
振
替
口
座
を
開
設
し
ま
す

七
、
希
望
の
あ
る
場
合
に
は
領
収
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
お
申
し

出
下
さ
い

八
、
そ
の
他
拠
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
あ
わ
せ
は
、
お
の
事
務
局
あ
て
に
お

願
い
い
た
し
ま
す


